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のをあげることができる。福田（2007）の報告によると，健常日本人 2,000 例について脳の fMRI 画像




（U.S. Census Bureau, 2003），相対的には日本でのバイリンガル人口比率は低いと推定される。し
たがってこのデータはモノリンガルの脳器質的加齢現象の一つを示すと仮定することができるだろ
う。この加齢現象がバイリンガルの場合には緩和されることを示唆する研究結果が報告されている。

















厚生労働省老健局高齢者介護研究会報告書『2015 年の高齢者介護』（平成 15 年６月）によれば，
「認知症高齢者」（認知症自立度Ⅱ－日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難を持
ち，何らかの介護・支援を必要とし，かつ認知症がある 65 歳以上の高齢者）は，2015（平成 27）年
までに 250 万人，2025（平成 37）年には 323 万人になると推計されている（表１および図１）。
表１ 認知症高齢者数の推計
年 2002 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045
万人 149 169 208 250 289 323 353 376 385 378
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図１ 認知症高齢者数推計（単位：万人）
表１ 認知症高齢者数の推計
年 2002 2005 2010 2015 2020 2025 20 0 20 5 2040 2045
万人 149 169 208 250 289 323 353 376 385 378




















































創造性を必要とする課題解決能力の高さ(Kessler & Quinn, 1987)，言語と意味の恣意性の獲得やメタ言
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Bialystok 他（2004）およびそれに引き続く研究報告(Bialystok 他 2007）によれば，バイリンガル
の日常的・継続的二言語生活体験による日常的な中央処理過程の熟達化は，モノリンガルに比較して
認知症の発症が約４年遅らせる，すなわち認知症の発症を抑制ないし予防する効果を示すデータが提
出された。2002 年から５年間に記憶クリニックを訪れた 184 人の認知症患者（アルツハイマー型認知
症と他の認知症を含む）の診断記録を追跡調査した。184 人中 93 人がバイリンガルで，他の 91 人は
モノリンガルであると分類された。認知症発症の平均年齢を比較したところ，モノリンガルの認知症




















万人程度が 65 歳以上の高齢者に分類される。小澤（2007）によれば，2005 年次点でアジア総人口お
よそ 36 億人のうち，65 歳以上の高齢者は２億４千万人，認知症者は約１千４百万人（認知症高齢者
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またｆMRI をもとに vortex-based morphometry 測定では、脳の灰白質密度がバイリンガルはモノリン
ガルに比較して優位に高かいという研究結果が出された。認知症は高齢化の進行が世界でも著しい日
本社会においてもますます重要な問題であり，バイリンガル研究はその支援に示唆を与える可能性が
あることを示している。このような傾向が日本社会でも見られるかどうかの実態調査に先立って，バ
イリンガルの認知的特徴について日本というフィールドでも調査研究が可能か，どのような観点から
調査すべきかについて考察した。またバイリンガルの認知的特徴を説明する原理として脳の機能的・
器質的特徴を検討する可能性を論じ，認知のモジュール仮説を一つの理論的基礎とすることとした。
キーワード：バイリンガル，認知症，認知モジュール，失語症，在日コリアン。
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